
ア
メ
リ
カ
滞
在
記 

⑪ 

峡
谷
か
ら
大
峡
谷
、
そ
し
て
死
の
谷
へ
Ⅰ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

霧
野
萬
地
郎 

 

 

▼
１
９
８
３
年
の
年
末
休
暇
だ
っ
た
。
ま
だ
健
在
だ

っ
た
、
パ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
の
マ
イ
レ
ー
ジ
を

使
っ
て
、
家
族
５
人
の
無
料
航
空
券
と
、
宿
泊
、
及

び
レ
ン
タ
カ
ー
の
割
引
券
を
得
る
事
が
で
き
た
。 

東
海
岸
か
ら
朝
の
便
に
乗
り
、
西
海
岸
の
ロ
ス
ア

ン
ゼ
ル
ス
（
LA
）
へ
昼
に
到
着
し
た
。
時
差
は
３
時

間
あ
る
。
空
港
で
レ
ン
タ
カ
ー
を
得
て
、
LA
の
市
街

を
外
し
、
国
道
15
号
へ
入
り
、
一
気
に
ラ
ス
ベ
ガ
ス

へ
向
か
う
。
250
マ
イ
ル
（
380
キ
ロ
）
の
道
の
り
を

走
る
。
礫
漠
地
帯
の
中
を
抜
け
る
舗
装
路
で
ス
ピ
ー

ド
は
正
に
毎
分
１
マ
イ
ル
と
測
っ
た
様
に
走
行
す

れ
ば
、
こ
れ
が
法
定
速
度
だ
。 

こ
の
道
の
遠
く
に
は
軍
の
施
設
も
有
る
ら
し
い
。

ド
ラ
イ
バ
ー
達
の
ス
ナ
ッ
ク
が
所
々
に
あ
り
、
そ
こ

で
、
水
や
ビ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
を
買
い
求
め
た
。 

夜
の
闇
が
迫
る
頃
に
、
加
州
か
ら
ネ
バ
ダ
州
へ
、

そ
の
州
境
を
越
え
れ
ば
、
小
さ
な
カ
ジ
ノ
の
灯
り
が

見
え
始
め
る
。
次
第
に
ネ
オ
ン
の
数
も
増
え
、
や
が

て
、
煌
々
と
光
る
ラ
ス
ベ
ガ
ス
市
内
の
ヒ
ル
ト
ン
ホ

テ
ル
に
入
っ
た
。
マ
イ
レ
ー
ジ
の
宿
泊
割
引
券
が
こ

こ
で
は
利
用
で
き
る
。 

▼
翌
早
朝
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
誇
る
大
自
然
の
公
園

へ
向
か
う
。
そ
れ
ら
は
三
つ
の
峡
谷
、
ブ
ラ
イ
ス
峡

谷
、
ザ
イ
オ
ン
峡
谷
、
そ
し
て
、
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ

オ
ン
で
、
幾
億
年
の
地
殻
の
隆
起
、
捻
り
、
浸
蝕
な

ど
を
経
な
が
ら
地
層
的
に
は
繋
が
り
を
持
っ
て
い

る
ら
し
い
。
地
球
誕
生
以
後
の
長
い
時
間
を
か
け
、

最
上
層
に
ブ
ラ
イ
ス
峡
谷
、
中
層
に
ザ
イ
オ
ン
峡
谷
、

最
下
層
に
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
を
作
り
あ
げ
た
。 

車
は
市
内
か
ら
15
号
線
に
再
び
戻
り
、
ネ
バ
ダ

州
か
ら
ア
リ
ゾ
ナ
州
へ
の
境
を
越
え
る
。
こ
こ
で
太

平
洋
時
間
帯
か
ら
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
時
間
帯
に
入
る

た
め
、
時
計
を
一
時
間
進
ま
せ
る
。
更
に
10
マ
イ
ル

程
北
上
す
れ
ば
、
今
度
は
ユ
タ
州
へ
入
る
。 

ユ
タ
州
の
最
初
の
見
所
は
州
道
９
号
線
に
入
っ

た
ザ
イ
オ
ン
峡
谷
だ
。
巨
岩
が
そ
そ
り
立
つ
渓
谷
の

底
を
縫
う
よ
う
に
舗
装
路
が
続
く
。
時
折
り
雨
が
ば

ら
つ
く
生
憎
の
天
候
だ
が
、
見
上
げ
れ
ば
岩
山
に
挟

ま
れ
た
空
が
狭
い
。
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
を
抜
け
て
、

更
に
北
上
す
れ
ば
、
雨
は
小
雪
に
な
っ
て
き
た
。
や

が
て
赤
味
を
帯
び
た
岩
山
が
多
く
な
る
。
奇
形
な
巨

石
が
岩
山
に
積
ま
れ
る
様
に
あ
っ
た
り
す
る
の
で
、

運
転
し
て
い
て
も
飽
き
な
い
。
途
中
に
は
、
町
は
も

と
よ
り
小
さ
な
店
す
ら
も
殆
ど
無
い
。 

国
道
89
号
か
ら

州
道
12
号
を
継
い

で
ブ
ラ
イ
ス
キ
ャ

ニ
オ
ン
へ
入
る
。
ア

メ
リ
カ
の
自
然
公

園
で
最
美
な
公
園

と
云
わ
れ
、
そ
し

て
、
そ
の
最
も
美
し

い
雪
の
季
節
に
訪

ね
る
幸
せ
を
味
わ

う
。
駐
車
場
に
車
を

置
い
て
、
細
い
雪
道
を
子
供
ら
の
手
を
取
っ
て
展
望

台
へ
行
け
ば
、
誰
も
居
な
い
雪
の
積
も
っ
た
手
付
か

ず
の
奇
岩
の
林
立
が
眼
下
に
広
が
る
。
新
雪
を
被
っ

た
赤
い
岩
が
広
大
な
窪
地
を
覆
っ
て
、
実
に
美
し
い

眺
め
だ
っ
た
。 

再
び
小
雪
の
舞
う
カ
タ
ラ
ク
ト
渓
谷
や
ア
メ
リ

カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
居
住
地
の
ナ
バ
ホ
を
走
り
、
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
・
ヴ
ァ
レ
ー
入
口
の
ブ
ラ
フ
の
ホ
リ
デ
ー

イ
ン
へ
向
か
う
。
こ
の
辺
り
の
唯
一
の
宿
で
、
予
約

が
取
れ
た
の
は
幸
運
だ
っ
た
。
荒
野
に
ポ
ツ
ン
と
営 ブライス渓谷 



業
し
て
い
る
こ
の
ホ
テ
ル
以
外
は
何
も
な
い
の
で
、

こ
こ
で
夕
食
を
摂
っ
た
。
ホ
リ
デ
ー
イ
ン
の
部
屋
の

間
取
り
は
全
米
の
ど
こ
も
同
じ
で
子
供
連
れ
に
は

う
れ
し
い
。
大
き
な
サ
イ
ズ
の
ク
イ
ー
ン
ベ
ッ
ド
が

二
つ
あ
り
、
更
に
エ
キ
ス
ト
ラ
ベ
ッ
ド
や
持
参
の
子

供
ベ
ッ
ド
も
置
け
る
広
さ
が
あ
る
。
こ
こ
の
部
屋
代

は
、
家
族
五
人
が
一
泊
50
ド
ル
以
下
で
泊
ま
れ
、
こ

こ
で
二
泊
し
た
。
電
熱
器
も
持
参
し
た
の
で
、
長
い

夜
の
夜
食
は
持
参
の
即
席
麺
を
食
べ
た
。 

 

冬
雨
や
浸
蝕
砂
岩
の
山
に
紋 

 

峪
広
く
赤
き
筍
土
の
雪
化
粧 

 ▼
雲
の
動
き
は
速
い
が
、
天
気
に
恵
ま
れ
た
翌
朝
は
、

広
大
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
バ
レ
ー
を
一
日
か
け
て
、
ゆ

っ
く
り
巡
れ
ば
、
あ
の
映
画
「
駅
馬
車
」
の
場
に
没

入
し
た
気
分
に
も
な
る
。
名
前
が
付
け
ら
れ
た
「
三

姉
妹
」、「
親
指
」
な
ど
の
岩
が
そ
そ
り
立
つ
。
自
然

の
奇
な
る
営
み
の
大
き
さ
と
、
西
部
開
拓
時
代
が
目

の
前
に
地
平
線
ま
で
広
が
る
。
こ
こ
は
自
然
公
園
と

云
う
よ
り
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
居
住
区
と
し
て
保
護
さ

れ
て
い
る
が
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
や
他
の
観
光
客
に
も

遇
う
事
も
な
く
、
未
舗
装
の
道
を
気
ま
ま
に
車
を
巡

ら
せ
て
、
様
々
な
奇
岩
の
姿
を
堪
能
で
き
た
。 

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
・
バ
レ
ー
か
ら
車
を
四
州
コ
ー
ナ

ー
へ
走
ら
す
。
こ
こ
は
、
ユ
タ
、
ア
リ
ゾ
ナ
、
コ
ロ

ラ
ド
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
の
州
境
線
が
十
字
に
交
差

す
る
場
所
で
、
160
号
線
沿
い
に
あ
る
。
小
雪
の
舞
う

寒
い
所
だ
っ
た
が
、
時

た
ま
訪
れ
る
観
光
客

を
相
手
に
し
て
、
原
住

民
の
女
性
が
独
り
露

店
で
ビ
ー
ズ
飾
り
な

ど
の
土
産
を
売
っ
て

い
た
。
僅
か
な
個
人
観

光
客
が
立
ち
寄
る
だ

け
な
の
に
・
・
・
。
辺

り
は
荒
涼
と
し
た
雪

の
ち
ら
つ
く
荒
野
だ
け
。
そ
ん
な
大
西
部
で
ゆ
っ
く

り
と
一
日
を
過
ご
し
、
日
没
の
前
に
宿
に
戻
っ
た
。 

▼
翌
日
は
、
車
を
西
に
向
け
て
160
号
か
ら
64
号
を

走
ら
せ
て
、
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
へ
入
る
。
グ
ラ

ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
入
口
の
標
識
に
は
薄
っ
す
ら
と

雪
が
残
る
。
先
住
民
族
プ
エ
ブ
ロ
が
１
２
０
０
年
前

か
ら
住
ん
で
い
た
ツ
サ
ヤ
ン
遺
跡
に
着
い
た
。
こ
の

地
で
先
住
民
族
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
穀
物
農

業
を
行
っ
て
い
た
と
云
わ
れ
る
。
800
年
前
の
住
居

跡
や
発
掘
物
が
丁
寧
に
遺
跡
を
模
し
た
石
の
建
物

内
に
展
示
解
説
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
博
物
館
は
コ
ロ
ラ
ド
川
の
大
渓
谷
の
東
の

端
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
西
は
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン

の
深
い
渓
谷
の
南
の
縁
で
、
夕
日
に
映
え
る
北
側
の

壁
を
見
る
事
が
出
来
る
。
そ
の
対
岸
ま
で
幅
は
20

㎞
以
上
、
深
さ
1.2
㎞
の
渓
谷
が
300
㎞
以
上
続
く
大

自
然
の
威
容
に
、
た
だ
た
だ
驚
く
し
か
な
い
。
道
路

に
は
所
々
に
見
晴
台
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
川
の
流

れ
が
渓
谷
の
底
に
止
ま
っ
て
る
様
に
細
く
見
え
る
。

対
岸
の
北
壁
は
冬
の
夕
日
が
当
た
り
、
時
間
と
共
に
、

我
々
の
立
つ
南
壁
の
投
影
が
深
い
峪
底
か
ら
次
第

に
上
へ
と
動
き
、
明
か
ら
暗
へ
移
る
光
景
は
実
に
印

象
的
だ
。
こ
の
辺
り
は
多
く
の
観
光
バ
ス
が
入
る
の

で
運
転
に
は
注
意
を
要
し
た
。 

 

遥
か
な
る
赤
い
砂
漠
の
斑
雪 

 

雪
片
の
落
ち
る
遥
か
な
峡
の
底 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

続
く 

モニュメントバレーにて 


